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1. 基本情報  
企 業 名 株式会社大東建業 

代 表 者 名 廣中 好晴 

所 在 地 
• 本社 

• 東北営業所 

北海道勇払郡安平町早来大町 118-2 

宮城県大崎市古川飯川字熊野 39-1 

資 本 金 1,000 万円 

従 業 員 12 名 (2026 年 5 月現在) 

業 種 建設業 

事 業 内 容 道路安全設備工事 (立入防止柵、防護柵、防音壁・防雪柵設置工事) 

沿 革 

1993 年 

2006 年 

2011 年 

大東建業として個人創業 

法人成り 

東北営業所 営業開始 

 

 

2. 経営理念 

 

経営理念 

社会環境の向上を目指し、「人々の暮らしをより快適に、より安全に」 

 

 株式会社大東建業は、高速道路をはじめとする道路安全設備工事を通じて、道路インフラの安全性
向上に貢献している。具体的には、交通事故の抑止や走行環境の改善に寄与する立入防止策などの

事業活動を通じて、ドライバーや歩行者を含むすべての人々が、より快適で安心して暮らせる社会の実

現を目指している。 

 また、近年各地で熊の出没が相次いでいることを受け、熊に遭遇した際に人が一時的に避難し、身を

守ることができる鳥獣柵の製作・設置にも取り組んでおり、安心して暮らせる社会の実現への貢献を目

指している。 
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3. 事業概要 

 株式会社大東建業は、北海道勇払郡安平町早来大町に本社を構える建設業者である。創業以来、北
海道安平町早来を拠点としながら、宮城県大崎市には東北営業所を置き、日本全国をフィールドとして事

業を展開している。事業活動は、道路安全施設工事を中心に、柵・フェンスの施工、外構工事、各種リフォ

ーム工事など、幅広い建設関連サービスを提供している。当社の強みである道路安全施設工事では、主

に立入防止柵、防護柵（ガードレール等）、標識、電光掲示板、防音壁・遮音壁、防雪柵などの設置を全国

各地の主要道路・高速道路で手掛けており、交通安全施設の整備を通じて、安全で快適な道路環境の実

現に貢献している。周辺環境との調和や景観にも配慮した提案を行い、単なる機能設備にとどまらず、

「景観づくり」の一翼を担っている点も大きな特徴である。 

「日本全国が当社のフィールド」という姿勢のもと、本社と東北営業所の連携により広域案件にも柔軟に

対応し、高速道路、主要道路、トンネル、高架橋といった高度な品質・安全基準が求められる現場での豊

富な実績を背景に、スタッフ一同が迅速かつ確実な施工、安全性・技術力・作業性の継続的な向上、設備

の充実に努めている。近年では、各地で熊の出没が相次ぎ、被害が拡大していることを受けて、熊と遭遇

した際に人が一時的に避難し、身を守ることができる鳥獣柵の製作・設置を目指しており、当社が経営理

念に掲げる「人々の暮らしをより快適に、より安全に」への一層の貢献を目指している。 

 

 施工事例 

 

 

 

  

  

出所：株式会社大東建業 提供資料 
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4. サステナビリティ目標 
 株式会社大東建業の更なる企業価値の向上と、持続可能な開発の実現にむけた社会課題を踏まえ、
以下のサステナビリティ目標を設定した。この目標は、株式会社大東建業の事業エリアである北海道が持

続的に発展し、魅力ある地域を創り上げていくために策定した「北海道総合計画（2024）」などを参照し、設

定したものである。目標達成への企業行動を通じて、株式会社大東建業のプレゼンス向上と地域社会が

目指す姿の実現に貢献するものであり、目標は有意義である。 
 
(1) 環境面におけるサステナビリティ目標 

重 要 課 題 脱炭素社会実現への貢献 

目 標 ・ K P I 温室効果ガス排出量の可視化を実施する。 

関連する SDGs 

 

 

(2) 社会面におけるサステナビリティ目標 

重 要 課 題 ワークライフバランスの充実 

目 標 ・ K P I 正社員の年間総労働時間を 1,923 時間以下にする。 

関連する SDGs 

 

 

留意事項 
本文書は、北洋銀行が借入人に対して実施する「サステナブル経営支援ローン」に際し、借入人の企業経営とサステ

ナビリティ目標に対する北洋銀行の評価を述べたものです。 

本文書に記載された情報は、現時点で入手可能な公開情報、借入人から提供された情報や借入人へのインタビュー

などで収集した情報に基づいて、現時点での状況を評価したものであり、当該情報の正確性、実現可能性、将来にお

ける状況への評価を保証するものではありません。 

北洋銀行は当文書のあらゆる使用に起因して発生する全ての直接的、間接的損失や派生的損害については、一切

義務または責任は負わないものとします。 

本評価書に関する一切の権利は北洋銀行に帰属します。評価書の全部または一部を自己使用の目的を超えての使

用（複製、改変、翻案等を含む）は禁止されています。 


